
|ヽ
ヽ
日ヽ …

ヤ
′      ,

|
ヽ

イ
`‐ J′ _′ ′ ´

●

●
11月 3日 、南阿蘇外輪山 トレッキング (山 歩き)を 町

と休暇村南阿蘇、九州ハイランド協議会 (九州山脈を中心

とした 14の熊本県及び宮崎県の町村で構成)の共催で実

施しました。

現在は空前の トレッキングブームとあ り、県内から応募

のあつた34名の方々が参加 しました。村山から清栄山に

登 り高森峠までの約 7 kmを 5時間 (清栄山頂上で昼食)か
け トレッキング。ガイ ドインス トラクターやパークボラン

ティアの方々の説明を受けながらの トレッキングに参加者は

満足そうで した。最後はお土産に高森 リンゴと高森温泉で

ゆっくりくつろいで楽 しい思い出を持って帰 られました。

皆さんも健康づ くりのため、気軽な場所を探 して トレッキ

ングしてみませんか ?

道の両側はすすき騨、幻想的な風景です
今年の秋は、天候不順で、農繁期の農作業、絶好の観光地も

大変でした。

ようや く晴れた秋空は、特にうれしく感じます。

秋は文化の秋で もあります。各学校での文化祭や町民文化祭、

音楽祭、大阿蘇絵画展など、この時期は盛りだくさんです。

二十世紀もあとわずかとなりいつもと違った感の秋でした。

1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。
2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします: ‐
5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健金な町にします:‐

清栄山山項目指し「よいしょ、よいしょ」
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ひびけ 阿蘇の野に
ふれぁいコンサー
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おり千こたのおく」やみ
2000.10月 受付分   敬称略

赤ちゃん
たんじょう

桐原かんなちゃん

(天ネ申) 10.7ごt^
しゅうへい

大村 秀平ちゃん

(本 Lヂ〕) 10.22411

すえながく
お幸せに
(住吉)誠 二

阿 南  愛

山 口  純

(稲永)和 美

色見・井上

草部・社倉

高森・下町

白水村

女
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樹

二

み

徹
　
　
　

る

美

龍

て

父

母

父

母

〔

〔

10.10

10.12

おくやみ
もうしあげます

住 所 御 遺 族 続柄 死 亡 者 年齢

菅原ヒサエ 夫

安片 照男 母

甲斐 忠治 母

中村  孝 母

瀬井 定夫 母

堀田 義宗 母

本田 正広 父

馬原 豊美 夫

阿南サツ子 夫

人口の動き

(10月 末 日現在 )

世帯数  2,600( 5)
男   3,758(… 6)

女   4,039(-5)
総  数  7,797(-11)

■町社会福祉協議会ヘ

〈香典返 し〉菅原 ヒサエ 瀬井定 夫 堀田

義宗 本「 1正広 馬原豊美 阿南サ ツ子

■広報送料寄付

二子石司津代 (熊 本市新南部 )

住吉 六夫 (滋賀県野洲町)

田上 一生 (北 九州八幡西区 )

村上 俊次 (福 岡市博多区)
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澄
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田
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天
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東
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社

暮 竜 の 灯
りがとうございました (敬称略
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"ク  年末・年始の開館日

「高森温泉館」をご利用いただき、ありがとうございます。 みな

さま方のご要望にお応えして次のとおり開館しますので、ご利用くだ

さい。 (年末の 12月 30日 までと年始の 1月 4日 からは通常どおり午前

10時 から午後10時まで。)

体  館

初湯開放 (午前0時から午後6時 )

初湯開放 (午前10時から午後8時 )

初湯開放 (午前10時から午後8時 )
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町 民の

町 民に よる。
一

町 民のための・・・

手作 りの子楽会
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職
　
］員
　
募
　
集

高
森
町
商
工
会
で
は
、
記
帳
専

任
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
記
帳
専
任

一
名

■
応
募
資
格
　
簿
記
三
級
以
上
の

資
格
取
得
者
で
高
森
町
在
住
の
年

齢
三
十
五
才
ま
で
及
び
平
成
十
三

年
二
月

一
日
卒
業
見
込
み
の
者

■
申
込
期
限

平
成
十
三
年

一
月
十
日
ま
で

■
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
は

高
森
町
商
工
会
ＴＥＬ
２

・
０
２
７
４

年

金

相

談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十
一
月
二
十
一
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後

二
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

物
〃
Ｘ
編

励
　

Ｊρ

慌
た
だ
し

い
師

た
が
、
皆
さ
ま
は

ハ
ヽ

″

、

４
■
口‐i

イ
ラ
ス
ト
　
高
崎
康
誌

秋
は
文
化
芸
術
が
似
合
う
季
節
。

音
楽
鑑
賞
も
そ
の

一
つ
。
あ
る
時

は
物
思

い
に
ふ
け
り
な
が
ら
、　
ミ

安
ら
ぐ
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
心
を
歌
い

上
げ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
の
と
り
こ
と

な
り
、
ま
た
あ
る
時
は
何
も
考
え

ず
た
だ
ジ
ツ
と
ビ
ー
ト
の
利

い
た

リ
ズ
ム
に
身
体
を
揺
ら
す
‥
・

そ
ん
な
秋
の
音
楽
会
。

十

一
月
三
日
午
後

一
時
半
か
ら

二
十
三
回
目
を
数
え
る

「た
か
も

り
町
民
音
楽
祭
」

（岩
下
昭
久
実

行
委
員
長
）
が
高
森
中
学
校
体
育

館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
出
演
者
は
十
四
団
体
、

四
個
人
。
そ
れ
ぞ
れ
に
日
頃
の
熱

心
な
練
習
成
果
を
披
露
し
、
場
内

か
ら
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相

談
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
十
二
月
十
五
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ

草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー野

尻
地
区

■
と
　
き
　
十
二
月
二
十
二
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ

ヒ
メ
ユ
リ
の
里
「朋
遊
館
」

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
一
月
九
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町

「芙
蓉
館
」

十

一
月
二
日
と
三
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
今
年
も
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
で
町
文
化
協
会

（山
村
文

子
会
長
）

。
高
森
町

・
教
育
委
員

会
主
催
に
よ
る
第
三
十
二
回
高
森

町
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
県
芸
術
祭
参
加
の

企
画
で
あ
り
、
ま
ち
の
素
晴
ら
し

い
文
化
と
芸
術
を
広
く
内
外
に
発

信
す
る
も
の
で
す
。

今
年
も
文
化
協
会
員
は
も
ち
ろ

ん
、
高
森
寮
や
梅
香
苑
等
の
十
六

部
門
の
展
示
と
発
表
が
あ
り
、
二

日
間
を
通
し
五
〇
〇
人
も
の
人
が

つ
め
か
け
ま
し
た
。

町
民
の
皆
様
が
日
頃
か
ら
の
文

化
活
動
の
集
大
成
を

一
挙
に
展
示
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
素
晴
ら
し
さ
に

見
入

っ
て
い
ま
し
た
。

診
療
は
午
前
９
時
か
ら午

後
５
時
ま
で

１２
月
‐０
日
　
寺

崎

医

院

雪
②

‥
０
３
７
８

１２
月
‐７
日
　
南
郷
谷
整
形
外
科

雪
②

‐
３
３
５
１

１２
月
２３
日
　
渡

辺

内

科

雪
⑦

‐
１
７
７
７

１２
月
２４
日
　
後

藤

医

院

雪
⑦

‐
○
０
１
９

１２
月
３１
日
　
立

野

病

院

雪
③

‐
０
１
１
１

１
月
１
日
　
南
阿
蘇
ク
リ
ニ
ッ
ク

雪
⑦

‐
２
０
３
０

１
月
２
日
　
藤

本

医

院

雪
⑦

ｔ
Ｏ
０
２
０

１
月
３
日
　
平

田

医

院

８
②

‐
０
２
１
６

１
月
７
日
　
馬
原
内
科
医
院

８
②

‐
０
６
４
６

１
月
８
日
　
立

野

病

院

雪
③

‐
０
１
１
１

毎
週
土

・
日
曜
日
診
療

く
さ
む
ら
眼
科

８
②

‐
３
４
０
３

出
展
・出
演
・参
加
団
体
紹
介

□
肥
後
狂
句
　
□
俳
句
　
□
書
道

□
写
真
　
□
生
花

（小
原
流

・
池

坊

・
専
正
池
坊

・
未
生
流
）
　

□

押
し
花
絵
　
□
盆
栽
　
□
絵
画

□
手
芸
　
□
茶
道
　
□
版
画

□
民
芸
品
　
ロ
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト

□
高
森
寮
　
□
梅
香
苑
　
□
舞
踊

（松
若
会
社
中

・
満
丸
会
社
中

・

若
柳
流
）

●   ●

野焼きをイメージした合同の生花展

*都合により変更になる場合があります。阿蘇広域行政事務組合消防本部

さい。 電話  0967-34-0099テレホンサービスでお確かめくだ

二
十

の
年
末
を
ど
う
過

ご
さ

で

し

ム

）

二
次
世

は
じ
め
と

戦
争
や
内
戦
、
米
ソ
の
冷
戦

先
月
は
二
つ
の

ツ
選
手
の
講
演
会

し
た
。
バ
ド
ミ
ン

ん
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ど
ち
ら
も
現
在
、

―
タ
ー
等

と

し

て
テ

レ
ビ

躍
中

で
す

。
日
本

を

大
き
さ

。
技
術
面
は

言
う
ま

で
も
な
く
精
神
面

で
も
す

ば
ら
し

い
も

の
が
あ

っ
た
よ
う

で

す
。運

動
す
る
機
会

の
少
な
く
な

っ

た
私

に
と

っ
て
は
、
二
十

一
世
紀

に
な

っ
た
ら
軽

い
ス
ポ
ー
ツ
を
少

し
始
め

て
み
よ
う
か
な
と
思
う
よ

う

に
な
り
ま
し
た
。

（今
日
か
ら

始
め
て
も

い
い
の
で
は
？
）
田
浩

集

後

記

走
と
な

り
ま

し

ス
ポ

ー
は

な

い

は
世
界

時
代
に

ユ
ま

内

さ
さ
ん
、 各流派の舞踊発表会

(2)(19)今度の温泉館体館日 12月 20日・31日 /1月 17日
毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合

は開館して次の日が休館日となります。年末・年始の開

館日については、このページの最上段をご覧ください
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こ
の
貸
付
制
度
は
、
年
金
積
立

金
を
原
資
と
し
た
還
元
融
資

の

一

環
と
し
て
、
厚
生
年
金
保
険
及
び

国
民
年
金

に
十
年
以
上
加
入
し
て

い
る
方
が
入
学
時
や
在
学
中

の
教

育
費
を
低
利
で
借
り
る
こ
と
が
で

き
る
制
度
で
す
ｃ

ま
た
、
こ
の
貸
付
は
国
民
金
融

公
庫

の

一
般
教
育

ロ
ー
ン
と
の
併

用
も
で
き
ま
す
。

■
融
資
金
額
　
学
生

一
人
に
つ
き

厚
生
年
金
保
険
加
入
中

の
方

百
万
円
以
内

国
民
年
金
加
入
中
の
方

五
十
万
円
以
内

■
融
資
利
率
　
年
二

・
四
〇
％

（平
成
十
二
年
十

一
月
十
日
現
在
）

■
返
済
期
間
　
十
年
以
内

（据
置
期
間
は
在
学
期
間
内
）

■
お
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先

（社
）
熊
本
県
年
金
住
宅
福
祉
協
会

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
２
６

・
１
１
２
０

熊
本
県
で
は
、
中
小
企
業

に
お

勤
め
の
方
を
対
象

に

「勤
労
者
生

活
資
金
融
資
制
度
」
を
、
育
児
や

介
護

の
た
め
に
仕
事
を
体
業
中
の

方
を
対
象

に

「介
護
体
業

・
育
児

休
業
者
生
活
資
金
貸
付
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
無
担
保
、
低
利
、
長

期
に
わ
た

っ
て
融
資
す
る
制
度
で
、

取
扱
窓
回
は
、
熊
本
県
労
働
金
庫

で
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
労
政
課

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
５
２
２
４
）

熊
本
県
労
働
金
庫

（本
店
）

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

６

６

・
７

１

１

１

ま
す
。

⑤
登
録
型
派
遣
労
働
者

へ
の
雇
用

保
険
の
適
用
基
準
が
緩
和
さ
れ
ま

す
。

⑥
離
職
証
明
書
の
様
式
が
変
わ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
課
給
付
係

ＴＥＬ

０

９

６

・
２

１

１

・
１

７

０

３

阿
蘇
公
共
職
業
安
定
所

ＴＥＬ
０
９
６
７

・
２
２

・
Ｏ
０
４
０

一
月
十
五
日
ま
で
に
！

今
年
は
、
各
法
律
で
定
め
ら
れ

た
二
年
に

一
度
の
届
出
の
年
で
す
。

忘
れ
ず
に
届
出
し
ま
し
ょ
う
―

届
出
の
対
象
は
、
平
成
十
二
年

十
二
月
三
十

一
日
現
在
、

①
医
師

・
歯
科
医
師

・
薬
剤
師
の

免
許
を
持

っ
て
お
ら
れ
る
方
。

（就
業

・
未
就
業
は
問
い
ま
せ
ん
。
）

②
保
健
婦

（士
）

・
助
産
婦

・
看

護
婦

（士
）

・
准
看
護
婦

（士
）

・

歯
科
衛
生
士

・
歯
科
技
工
士

・
調

理
師
と
し
て
就
業
中
の
方
。

■
提
出
期
限

平
成
十
三
年

一
月
十
五
日

⌒月
）

■
提
出
先
及
び

届
出
用
紙
配
布
場
所

①
に
つ
い
て
は
住
所
地
ま
た
は
、

自
分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
‥
・

手
作
り
音
楽
祭
の
意
義
、
苦
し
い
実

状
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
手
作
り
の
良

さ
、
ま
ち
の
誇
り
に
思
い
た
い

こ
の
町
民
音
楽
祭
は
第

一
回
か
ら

「自
分
た
ち

で
出
来

る
こ
と
は
自
分

た
ち

で
」
を

モ

ッ
ト
ー

に
活
動
し
て

き
ま
し
た
。
　

企
画
構
成

か
ら
準
備
、

実
行
、
音
響
、
照
明
、
後
片
付
け
ま

で
、
住
民
主
体

に
よ
る

「出
演
者
イ

コ
ー

ル
ス
タ

ツ
フ
」
と

い
う
精
神
を

忘
れ
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な

の
力
を

合
わ
せ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま

で
、
実
行
委
員
会
と

一
般

の
協
力
者
、
出
演
団
体

の
盛
り
上
が

り

で
出
演
者
数
も
増
え
、
大
規
模

の

音
楽
会
と
な
リ

ス
タ

ッ
フ
も
大
変
な

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
県
内

で
も
貴

重
な
文
化
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

出
演
団
体
紹
介

▽
高
森
保
育
園
（親
子
コ
ー
ラ
ス
）

▽
高
森
幼
稚
園
（合
唱
・器
楽
合
奏
）

▽
上
色
見
小
学
校
（器
楽
合
奏
）

▽
高
森
小
学
校
音
楽
部
（器
楽
合
奏
）

▽
色
見
小
学
校
（合
唱
）

▽
は
な
し
の
ぶ
コ
ー
ラ
ス
（合
唱
）

▽
森
の
こ
え
（合
唱
）

▽
ピ
ア
ノ
独
奏
（山
田
桂
子
／
岩
下
詩
乃
）

▽
ピ
ア
ノ
連
弾
（谷
川
裕
・岩
下
麻
美
）

▽
琴
遊
会
高
森
・草
部
教
室

（大
正
琴
合
奏
）

▽
高
森
中
バ
ン
ド
（Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
）

▽
高
森
高
校
バ
ン
ド
（Ｓ
ｉ

ｍ
Ｓ
）

▽
高
森
中
三
年
生
（合
唱
）

▽
Ｆ
・Ｆ
・Ｂ
（上
色
見
バ
ン
ド
）

▽
奥
阿
蘇
ウ
イ
ン
グ
ス
（草
部
バ
ン
ド
）

▽
高
森
中
吹
奏
楽
部

就
業
地
を
管
轄
す
る
保
健
所

②
に
つ
い
て
は
就
業
地
を
管
轄
す

る
保
健
所

■
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
健
康
福
祉
部

健
康
福
祉
政
策
課
統
計
情
報
班

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
７
０
２
６
）

阿
蘇
保
健
所

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
３

２

・
０

５

３

５

年
末
の
ご
み
収
集
は
十
二
月
二

十
九
日

（金
）
ま
で
は
平
常
通
り

で
す
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ヘ
の

持
ち
込
み
は
十
二
月
二
十
日
も
土

曜
日
で
す
が
受
付
い
た
し
ま
す
。

（時
間
は
午
前
九
時
～
午
後
四
時
）

十
二
月
二
十

一
日

（日
）
か
ら

一
月
三
日

（水
）
ま
で
は
収
集
を

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
休
所
し
、　
一

月
四
日

（本
）
よ
り
平
常
通
り
と

な
り
ま
す
。

な
お
、
十
二
月
二
十
三
日

（土
）

は
天
皇
誕
生
日
で
祝
日
の
た
め
阿

蘇
南
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
お

休
み
で
す
。

詳
し
く
は
、
阿
蘇
南
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
Ｉ
ＴＥＬ
２

・
０
７
１
９
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
色
見
環
状
線
道
路
改
良
舗
装
工

事
　
□
工
期
　
平
成
十
二
年
十

一

月
十
日
か
ら
平
成
十
三
年
二
月
三

十
日
ま
で
　
□
金
額
　
八
千
八
百

八
十
三
万
円
　
□
請
負
者

　

（株
）

草
村
企
業

■
大
切
畑

・
下
切
線
道
路
改
良
工

事
　
□
工
期
　
平
成
十
二
年
十

一

月
十
日
か
ら
平
成
十
三
年
二
月
十

五
日
ま
で
　
□
金
額
　
二
千
三
百

五
十
二
万
円
　
□
請
負
者

　

（有
）

佐
藤
建
設

■
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
施
設

整
備
工
事
　
□
工
期
　
平
成
十
二

年
十

一
月
十
日
か
ら
平
成
十
三
年

一
月
二
十
日
ま
で
　
□
金
額
　
八

百
四
十
二
万
千
円
　
□
請
負
者

（資
）

石
原
建
設

■
村
山
川
災
害
復
旧
工
事
　
□
工

期
　
平
成
十
二
年
十

一
月
十
日
か

ら
平
成
十
三
年
二
月
五
日
ま
で

□
金
額
　
五
百
十
二
万
九
千
二
百

五
十
円
　
□
請
負
者

　

（有
）
後

藤
建
設

■
社
蔵

・
蔵
地
線
４
１
Ｂ
工
区
道

路
改
良
舗
装
工
事
　
□
工
期
　
平

成
十
二
年
十

一
月
二
十
日
か
ら
平

成
十
三
年
三
月
二
十
三
日
ま
で

□
金
額
　
三
千
九
百
六
十
四
万
八

千
円
　
□
請
負
者

　

（株
）
藤
本

組幼

児

の
部

た
の
う
え

ゆ
う
き
（高
森
幼
稚
園
）

牛
嶋

み
ず
ほ
（高
森
幼
稚
園
）

な
が
た

あ
す
か
（高
森
幼
稚
園
）

な
ら
ぎ
の
し
ょ
う
せ
い
（高
森
幼
稚
園
）

や
ま
む
ろ

け
い
と
（高
森
幼
稚
園
）

あ
き
や
ま

た
い
し
（高
森
保
育
園
）

し
ら
い
し

ゆ
う
ま
（河
原
保
育
園
）

く
ど
う

せ
い
ら
（草
部
保
育
園
）

や
つ
だ

ゆ
う
や
（草
部
北
部
保
育
園
）

古
澤

貴
郁

（野
尻
保
育
園
）

ヽ●

ハ

回
薫
る
郷
に

音
楽
の
調
べ

高森保育園児の開会宣言でスター ト

雇
用
保
険
制
度
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す

平
成
十
三
年
四
月
か
ら

（②
に

つ
い
て
は
平
成
十
三
年

一
月
か
ら
）
、

次
の
よ
う
な
雇
用
保
険
制
度
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
す
。

①

「
一
般
の
離
職
者

（定
年
退
職

や
自
己
の
意
思
で
離
職
し
た
方
等
）
」

で
あ
る
か
、

「倒
産
、
解
雇
等
に

よ
り
離
職
し
た
方
で
あ
る
か
」
に

よ
り
、
失
業
し
た
場
合
に
支
給
さ

れ
る
基
本
手
当
の
給
付
日
数
が
異

な
る
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。

②
育
児
体
業
給
付
、
介
護
休
業
給

付
の
給
付
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

四
十
％
と
な
り
ま
す
。

③
雇
用
保
険
料
率
が
原
則
千
分
の

十
五
、
五

（
一
部
業
種
に
つ
い
て

は
、
千
分
の
十
七
、
五
及
び
十
八
、

五
）
に
な
り
ま
す
。

④
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

へ
の
雇

用
保
険
の
適
用
基
準
の
う
ち
、
年

収
に
係
る
要
件

（年
収
九
十
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
）
が
撤
廃
さ
れ

●

企
画
・準
備
か
ら
実
行
ま
で
を

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
―
・

今
年
も
音
楽
祭
実
行
の
た
め
の
全

て
を
、
実
行
委
員
会
メ
ン
バ
ー
が
分

担
し
て
担
当
。
　

出
演
者
も
兼
ね
る

た
め
大
忙
し
の
状
況
の
中
に
も
、
「出

演
者
の
ス
テ
ー
ジ
で
の
張
り
切
る
姿

が
励
み
で
す
。」
「み
ん
な
の
た
め
に
も

頑
張
り
ま
す
。
」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

お
忘
れ
な
く
！

医
療
従
事
者
等
の
届
出
は

年
末
・年
始
の
ご
み
収
集

●

●   ●

■

ノヽ

オL
,士
Tロ
Eヨ
Иド

五
百
万
円
以
上

(18)

温
　
嵐
鎮
祭

作

診　
　
　
チ
じ
ッ
子
ス
ヶ
ッ
チ
展

ら

　

入

賞

者

紹

介

ひ

　

　

　

　

．

カテ
　
ロ
商
工
会
賞
　
角
崎
友
香

（託
麻
原

戯
　
小

一
年
）

□
信
用
組
合
賞
　
加
藤

脚
判矢硫箱
μ紳
纂
）（高程
到

熊
　
年
）

□
南
阿
蘇
畜
協
賞
　
い
と
う

き
よ
か
（高
森
東
小
二
年
）

□
教

育
委
員
会
賞
　
佐
伯
し
お
り
（上
色

額

鸞

．．．鮮

艶

訂
“
蛹

・弓

此
　
　
□
町
議
会
賞
　
後
藤
ゆ
り
え
（高

執
小　
森
小
四
年
）

□
熊
北
産
業
交
通
賞

践

　

伊
藤
梓

（高
森
東
小
四
年
）

□

滸

高
森
町
賞
　
小
山
友
佳
莉

（高
森
小

つ
　
五
年
）

□
商
店
会
賞
　
重
野
将
史

従

（高
森
小
五
年
）

□
文
化
協
会
賞

つ
　
　
後
藤
保
範

（高
森
小
六
年
）

□

ひ
　
Ｊ
Ａ
阿
蘇
南
高
森
中
央
支
所
賞

後
藤
望

（上
色
見
小
六
年
）

□
肥

後
銀
行
賞
　
岩
下
瑞
生

（色
見
小
六

年
）

お昼は食生活改善協議会のあつたかだご汁の提供

(3) 役場の支払日 12/15(金)12/25(月 )1/25(木)時間 10時から15時まで

国
の
教
育
ロ
ー
ン

年
金
教
育
資
金
貸
付

勤
労
者
向
け
融
資
制
度

ヽ、
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林
さ
ん
、甲
斐
さ
ん

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

九
州
農
政
局

阿
蘇
統
計
情
報
出
張
所

毎
年
十
月
十
八
日
は
「統
計
の

日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

農
林
水
産
省
で
は
永
年
に
わ
た

る
統
計
情
報
協
力
者
に
対
し
て
、

統
計
の
日
に
農
林
水
産
大
臣
表
彰

を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
高
森
町
か
ら
林
淳

一

さ
ん
（森
）
、
甲
斐
廣
國
さ
ん
（高
尾

野
）
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
十
月
十

八
日
に
「農
林
水
産
大
臣
感
謝
状

伝
達
式
」
が
熊
本
合
同
庁
合
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

林
さ
ん
は
二
十
五
年
に
わ
た
り
、

甲
斐
さ
ん
は
五
年
に
わ
た
り
農
業

経
営
統
計
調
査
の
記
帳
に
ご
協
力

さ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

′

小
・中
・高
校
生
の
た
め
の
国

際
交
流
事
業
　
参
加
者
募
集

文
部
省
所
管
の
国
際
青
少
年
研

修
協
会
が
２
０
０
１
年
春
休
み
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・学
校
体
験
・英
会

話
研
修
・
野
外
活
動
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

『春
休
み
海
外
派
遣
事
業
』

中
１
～
高
３

■
派
遣
先
　
オ
ー

ス
ト
ラ
リ

ア

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
メ
リ
カ

カ
ナ
ダ

・イ
ギ
リ
ス

■
期
間
　
３
月
２５
日
～
４
月
７
日

■
参
加
費
　
３８
万
円
～
４０
万
円

■
締
切
り
　
２
月
５
日
（月
）

ヽ

『
南
の
島
丸
ご
と
体
験
学
校

～
サ
イ
バ
ン
編
～
』

小
４
～
中
３

′

■
期
間
　
３
月
２７
日
～
３
月
３０
日

】
■
参
加
費
　
１２
万
円
～
１４
万
円

口
■
締
切
り
　
２
月
１６
日
（金
）

】】
■
問
合
せ
・資
料
請
求
先

口
〒
１
６
０
１
０
０
０
４
　
東
京
都

】
新
宿
区
四
谷
２
の
‐１
　
大
村
ビ
ル

】
３
階
　
（財
）国
際
青
少
年
研
修
協

】
会
　
（ＴＥＬ
０
３
・３
３
５
９
・８
４

】
２
１
、Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
・３
３
５
４
・

】
２
２
０
７
）

】
ヽ

岩下さん・馬原さん

人権擁護委員に再任

人権擁護委員は、国民の基本的人権

が侵 され′ることのない ように監視 し、

侵犯 された場合 には、その救済のため、

速やかに適切 な処置をとるとともに、

常 に自由人権思想の普及高揚 に努める

ことを目的に委嘱されています。

今回、岩下敬公 さん (大字色見)と

馬原清二 さん (大字津留)が再任 され、

11月 1日 付 けで法務大臣か ら委嘱状

が交付 され ました。本町の人権擁護委

員は下記の 4名の方々です。

岩下敬公さん  (大字色見)皿2-1316

児玉民江さん  (大字高森)肌2-1074

堤 国雄さん (大字永野原)皿4-0018

馬原清二さん  (大字津留)肌5-0003

製造事業所の皆様ヘ

統計調査にご協力下さい

12月 31日現在で、次の統計調査が同時に行われます。

平成12年工業統計調査―製造事業所の実態を調査

平成12年石油等消費 従業者30人以上の製造事

構造統計調査―業所の石油等の消費実態

を調査

12月 から来年 1月 にかけて調査員がお伺いします。

なお、調査票に記入していただいた内容について

は、統計法に基づき秘密が厳守されますので、数字

等の正確な御記入をお願いします。

通商産業省

熊 本 県

高 森 田丁

■と き 12月 25日 (月 )

午前 9時半か ら午前 11時半 まで

午後 0時半か ら午後4時 まで

■ところ 林業総合センター

a
brro

※次の献血予定 日 3月 28日 (水 )

特選「火振 り神事」 笠井慶文さんの作品

特選「燈 (あ か り)」 坂本悟 さんの作品

町内外から約800人の鑑賞者が訪れた大阿蘇絵画展

た

第十回記念大賞 「秋の峠の道」 宮中千秋さんの作品

続
計
だ
よ
り

甲斐廣國さん 林 淳―さん

審
査
員
は
熊
本
県
文
化
協
会
最
高
顧
間
の
三
浦
洋

一
氏
、
熊
本
県
美
術

館
副
館
長
の
坂
田
燦
氏
、
前
熊
本
県
美
術
協
会
会
長
の
姫
野
豊
氏
の
三

氏
。

●

入 賞  者 (敬称略)

◆第十回記念大賞
「秋の峠の道」

◆特選
「火振り神事」
「燈 (あかり)」

◆審査員賞
「中岳人口 (A)」

「リンゴ園  |‖ 」
「米塚」

◆入賞
「山里の春」
「牛」
「手をとりあつて」
「雨の中の阿蘇」
「慕情 (阿蘇の庭)」

「田楽の里」
「阿蘇の部屋 (戸棚 )」

「厳冬根子岳」
「路地の開放」
「らくだ山・秋声」

宮中 千秋 (熊本市)

第
十
回

大
阿
蘇
絵
画
展

第
十
回
記
念
大
賞
に
富
中
さ
ん

（熊
本
市
）

今
年
で
記
念
す

べ
き
十
回
目
と
な
る
、
本
町
主
催

の
大
阿
蘇
絵
画
展
が

十

一
月
十

四
日
～
十
九
日
ま
で
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。町

が
主
催
す
る
絵
画
展
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
お
り
、
今
年
も
県
内
外

か
ら
力
作
揃
い
の
二
五
七
点
も
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の

厳
し
い
選
出
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
結
果
は
第
十
回
記
念
大
賞

一
点
、
特
選

二
点
を
含
む
十
六
点
が
入
賞
し
、
八
二
点
が
入
選
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
十

一
月
十
九
日
に
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
前
で
行
わ
れ
ま
し

′

●

●

外越 邦男 (人吉市 )

内田千賀子 (熊本市)

長本 良― (長洲町)

笠井

坂本

日田セイ子

浦田 政利

塘岡 静子

中尾 明子

中川喜代子

大久保雄二

小川1 雅代

小出 健司

津留 縫子

川野 和男

慶文 (益城町)

悟 (大津町)

(熊本市)

(三角町)

(熊本市 )

(玉名市)

(熊本市)

(宇土市 )

(大牟田市 )

(熊本市 )

(高森町)

(竹田市)
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着替えのお世話①

ゆかた式寝巻 き

出来れば毎日

寝巻きを交換しましょう

ゆかた式寝巻きの着せ替え方

① 古い寝巻 き (ゆかた)の 向 こう側を肩か らぬがせる。

②新しい寝巻きのそでを通す (そ で日から手を入れて握手する型

で手を握りながらそでを通す)。

● ③介護者側へ身体を横向きにして、古い寝巻きを体の下に入れ、

新しい寝巻きの背縫いを背筋に沿って伸ばす。新しい寝巻きは古

い寝巻きの下に入れ込む。※古い寝巻きは、内側に巻くと引き出

しが簡単で、ほこりやごみを散らさなくて済みます。

④肩と腰をしかり持って、ゆっくりと体を仰向けに戻す。古い寝
巻きをはこりを散らさないように丸めて足元のほうへ取り除き、

新しい寝巻きのそでを通す。

⑤前を合わせ、ひもを横結びにする。すそを伸ばし、しわがない

ように気をつ ける。

毎 日の安心 。お世話

家庭での介護

ごぞんじですか !検察審査会

交通、詐欺、お どしなどの犯罪にあい、警察

や検察庁に訴 えたが、検察官がその事件を起訴

して くれない。

このような不満 をお持ちの方、検察審査会 に

ご相談 ください。

相談、申し立て、審査等の費用 は一切無料で、

秘密は固 く守 られ ます。

検察審査会 は選挙権を有す る一般の国民の中

か ら 「くじ」で選 ばれた 11人の審査員が、検

察官が起訴 しなかったことの よしあしを審査 し

ます。

詳 しくは

熊本市京町 1丁目13… 11(熊本地方裁判所内)

熊本検察審査会事務局

TEL0 9 6-325-2121

寝たきりのお年寄 りも、体からの発汗や食事の食べこぼし、排泄の

汚れなど着衣が汚れます。さっぱりした服装を着ると、気持ちも明る

くなり、生き生きしてくるものです。

畿

■資料  『家庭でできる老人介護の手引き』
(発行/リ バテイ書房 )

高森温泉館イベン トのお知らせ

温泉館6周年記念「おめでとう、2001年 」

本年 11月 で温泉館 も皆様方のご協力で 6周年 を迎 え、記

念として 12月 31日 ～ 1月 1日 にかけて 「おめでとう2001年」

と称 し、樽酒や年越 しそばの振 る舞いサー ビスや もちつ き

大会、 「初笑い」高森 にわか等、盛 り沢 山のイベ ン トを計

画しています。皆様方の御来館を心よりお待ちしています。

1、 と き 平成 12年 12月 31口 ～平成 13年 1月 1日

2、 ところ 高森温泉館

3、 内 容

(31 Fl)年越 しそばサービス (先着200名様)23時半～

もちつき大会       23時 ～ 1時

(1日 )カ ウントダウンセレモニー 0時
樽酒の振る舞い      0時 ～ 12時 まで

「初湯」         0時 半～

「初笑い」高森にわか保存会 1時半～

詳しくは、高森温泉館 TEL2-2626ま で

(16)

●

お
礼
の
お
手
紙
各
学
校
に
届
く

く
　
　
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

ロ
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会
参
加
者
か
ら

九
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
本
町
で
開
催
さ
れ
た
第
十
三
回
全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

は
、
全
国
か
ら
お
よ
そ
二
千
人
が
訪
れ
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
町
内
の
児
童

・
生
徒
た

ち
が
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
応
援
旗
を
作
成
し
た
こ
と
か
ら
、
各
学
校
に
は
多
く
の
お
礼
の
手
紙
や
ハ
ガ

キ
、
贈
り
物
な
ど
が
届
い
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
や
ん
、
お
ば
あ
ち
や
ん
と
の
文
通
も
は
じ
ま

っ
た
よ

う
で
す
。

（前
号
に
続
き
届
い
た
も
の
を
少
し
紹
介
い
た
し
ま
す
。
）

山
梨
県
森
沢
さ
ん
の
お
手
紙
か
ら

先
月
の
大
会
に
貴
校

（高
森
小
）

一
年
生
が
自
分
の
個
性
と
創
造
力
で

十
分
発
揮
さ
れ
画
用
紙

一
面
に
の
び

の
び
と
描
い
て
く
れ
た
絵
で
歓
迎
し

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
山
梨
県
か
ら
十
四
名
の
参
加
、

そ
の
半
数
が
私
共
の
愛
好
会
の
者
で
、

全
員
が
初
出
場
と
言
う
こ
と
で
緊
張

と
プ

レ
ツ
シ
ヤ
ー
そ
れ
に
雨
天
の
た

め
合
羽
を
着
て
の
プ

レ
ー
で
成
績
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
児
童

が

一
生
懸
命
に
書

い
て
下
さ

っ
た
絵

を
思
い
出
し
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
五
名
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
す

る
こ
と
が
出
来
、
認
定
書
も
頂
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
児
童
か

ら
の
絵
の
お
か
げ
と
思
い
ま
し
た
。

絵
と
認
定
書
は
私
共
の
記
念
の
品

（宝

物
）
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
礼
の
手
紙
が
遅
れ
た
の
は
、
山

梨
で
は
今
ブ
ド
ウ
の
最
盛
期

（八
～

十
月
）
で
、
特
に
甲
州
ブ
ド
ウ
が
収

穫
の
時
期
で
、
皆
さ
ん
に
賞
味
し
て

い
た
だ
き
た
く
今
日
ま
で
遅
れ
て
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
給
食
に
召
し
上

が
っ
て
下
さ
い
。

東
京
都
塚
崎
さ
ん
の
お
手
紙
か
ら

　

．

こ
の
前
は
、
交
歓
ゲ
ー
ム
で
お
じ

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
プ

レ
ー
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
短
い
時
間
だ

っ

た
け
れ
ど
、
楽
し
か

っ
た
で
す
。
お

じ
さ
ん
は
初
め
て
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
で
、
第

一
打
は
隣
の
コ
ー
ス
で

プ

レ
ー
し
て
い
る
人
に
当
た

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に
比
べ
て
ひ

ろ
み
ち
ゃ
ん
は
と
て
も
上
手
で
し
た
。

高
森
町
は
緑
が
多
く
、
空
気
が
き

れ
い
で
い
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。
水
も

お
い
し
か

っ
た
。
お
じ
さ
ん
の
住
ん

で
い
る
と
こ
ろ
は
飲
み
水
は
、
水
道

の
水
で
は
な
く
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

水
を
買

っ
て
い
る
ん
だ
よ
。
信
じ
ら

れ
る
か
な
。

お
じ
さ
ん
の
家
族
は
男
の
子
ば
か

り
二
人
で
中

一
、
小
五
、
四
才
で
す

中

一
と
小
五
は
柔
道
を
や

っ
て
い
ま

す
。
お
じ
さ
ん
も
高
校
ま
で
は
柔
道

を
や
っ
て
い
た
の
で
近
所
の
道
場
で

子
ど
も
と

一
緒
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

八
月
二
十
八
日
に
講
道
館
で
シ
ド
ユ

ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
選
手
の
壮
行

式
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
写
真

を
送
り
ま
す
。
こ
の
手
紙
が
届
く
頃

に
、
や
わ
ら
ち

ゃ
ん
が
金
メ
ダ
ル
を

取

っ
て
い
る
と
い
い
で
す
ね
。

ひ
ろ
み
ち
ゃ
ん
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
、
い
っ
ぱ

い
勉
強
し
て
立
派
な
大

人
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い

お
元
気
で
さ
よ
う
な
ら
。

岩
手
県
佐
々
木
さ
ん
の
お
手
紙
か
ら

今
年
の
岩
手
は
例
年
に
な
く
暑
く
、

私
も
少
々
バ
テ
気
味
で
し
た
。
岩
手

を
出
る
と
き
友
達
が

「あ
ん
た
暑
い

と
き
は
プ

レ
ー
を
し
な
い
で
休
ん
で

ブドウの贈り物に大喜びの児童たち
(高森小1年生)

●   ●

き
な
さ
い
よ
。
」
と
言
わ
れ
て
そ
の

気
に
な
り
倒
れ
た
ら
皆
さ
ん
に
迷
惑

が
か
か
る
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
朝

五
時
出
発
、
新
幹
線
、
飛
行
機
と
乗

り
継
ぎ
当
地
に
着
き
ま
し
た
。
寛
直

君
の
紹
介
の
通
り

「う
お
―
涼
し
い
」

と
仲
間
と
顔
を
見
合
わ
せ
喜
び
ま
し

た
。
私
の
思

っ
て
い
た
火
の
国
の
九

州
は
ど
こ
か
へ
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。皆

さ
ん
の
心
づ
く
し
で
た
だ
た
だ

感
謝
す
る
だ
け
で
し
た
。
小
学
生
の

皆
さ
ん
全
県
の
旗
を
作

っ
て
く
れ
て

本
当
に
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
あ
り

が
と
う
。

会
場
が
あ
ま
り
に
広
く
移
動
す
る

の
に
大
変
で
し
た
が
、
係
り
の
方
々

の
親
切
さ
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
ｃ

少
々
雨
も
降
り
ま
し
た
が
気
に
な
ら

ず
、
楽
し
く
プ

レ
ー
出
来
ま
し
た
。

紹
介
に
あ
り
ま
し
た
湧
水
ト
ン
ネ

ル
に
又
、
感
激
。
ト

ロ
ッ
コ
列
車
と

阿
蘇
山
の
中
岳
の
観
光
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
は
、

一
生
消
え
る
こ
と
の
な
い
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
中
学
生
最

後
の
が
ん
ば
り
で
す
ね
。
三
度
と
戻

ら
ぬ
青
春
時
代
を
楽
し
く
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
。
私
の
亡
き
母
の
言
葉
で

す
が

「
い
ろ
ん
な
事
を
乗
り
越
え
て

い
く
の
が
人
生
」
私
も
こ
の
言
葉
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
お
り
ま
す
。

い
ろ
ん
な
苦
し
い
こ
と
も
楽
し
く
乗

り
越
え
て
く
だ
さ
い
。

私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
少
々
同
封
し
ま
す
。
詩

人
宮
沢
賢
治
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
種

一

山
ヶ
原
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
の
日
か

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
皆
さ
ま
と

一

緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
自
分
勝

手
な
と
り
と
め
も
な
い
事
ば
か
り
書

い
て
ご
め
ん
な
さ
い
。
皆
さ
ん
本
当

に
あ
り
が
と
う
。
関
係
各
位
の
皆
様

方
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(5)

こんな気配 りが大切です

●室内と介護する人の暖かくしましょう

●生地が薄くなっていないか確認しましょう

●ボタンとれ・ファスナーの故障は直しましょう

●体を露出し過ぎないようにしましょう

●手早く、優しく行いましょう

●出来れば毎日、少なくとも3日 に1回 は交換しましょう

●寝巻きののり付けは不用です。床ずれの原因にもなりかねません

MEMO
腕や足の痛みや拘縮がある場合は、患つているほうから着せ、
脱がせるときは健康なほうか ら脱がせるのが原則。

広
島
県
北
谷
さ
ん
の
お
手
紙
か
ら

先
日
、
高
森
町

ヘ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
に
行

っ
た
と
き
は
手
紙
を
ど
う

も
あ
り
が
と
う
。
始
め
て
な
の
で
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
高
森
町
は
緑
豊

か
な
自
然

一
杯
の
所
で
し
た
。
御
調

町
も
山
の
自
然
の
所
で
す
が
何
し
ろ

ス
ケ
ー
ル
が
違
い
ま
す
。
お
肉
も
田

楽
も
、
と
う
も
ろ
こ
し
も
す
ご
く
お

い
し
か

っ
た
で
す
。
花
火
も
す
ご
か

っ
た
よ
。
き
れ
い
、
き
れ
い
。
九
日

の
雨
は
ち
ょ
っ
と
困
り
ま
し
た
が
、

十
日
の
晴
天
で
楽
し
く
プ

レ
ー
で
き

ま
し
た
。
成
績
は
ダ
メ
で
し
た
が
ね
。

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
あ
り
と
云
う

と
こ
ろ
で
す
。
高
森
町
は
人
も
、
自

然
も
や
さ
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
お
世

話
を
さ
れ
た
方
々
は
さ
ぞ
大
変
で
し

ょ
う
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
優

し
さ
を

い
つ
ま
で
も
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。

中
三
を
前
に
大
事
な
と
き
勉
強
も

ス
ポ
ー
ツ
も
楽
し
く
が
ん
ば

っ
て
く

だ
さ
い
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
楽
し
く
頑
張
ろ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
元
気
で
ね
。
さ
よ
う

な
ら
。



■
国
民
健
康
保
険
健
康
優
良
家
庭

（無
受
診
で
健
康
保
険
税
完
納
世
帯
）

甲
斐
虎
市
、
有
馬
安
弘
、

（擬
）
上

村

ハ
ツ
子
、

（擬
）
平
川
金
七
郎
、

（擬
）
桐
原
正
光
、
後
藤
テ
ル
カ
、

（擬
）
馬
原
富
雄
、

（擬
）
大
塚
実
、

（擬
）
藤
本
安
通
、
松
本
等
、
松
田

ヤ
ス
子
、
永
井
貞
市
、
甲
斐
睦
子
、

津
留
栄
樹
、
原
恵
美
子
、
松
本

ヨ
シ

エ
、
下
田
き
み
よ
、

（擬
）
相
馬
タ

ツ
エ
、

（擬
）
谷
川
美
喜
雄
、
橋
本

ユ
キ
子
、
工
藤
政
行
、
楢
木
野
多
美

子
、
下
城
冨
美
子
、
島
田
守
、
芹
口

ハ
ツ
子
、
村
上
浩
、
芹
口
利
光
、
古

庄
奥
、
冨
永
刀
男
、
冨
永
ケ
イ
子
、

藤
本
毅
、
本
本
真
清
、

（擬
）
甲
斐

幾
夫
、
工
藤
恵
廣
、
甲
斐
林
、
佐
藤

秀
生
、
二
子
石
顕
、
佐
藤
ケ
イ
子
、

本
田
幸
人
、
興
相
武
春
、
後
藤
富
士

子■
８
０
２
０
運
動
受
賞
者

（八
十
歳
で
自
分
の
歯
が
二
十
本
以

上
。
前
年
ま
で
の
被
表
彰
者
を
除
く
。
）

住
吉
悟

■
む
し
歯
ゼ
ロ
運
動
受
賞
者

（三
歳
児
の
部
）
▽
冨
田
美
香
、
村

上
裕
太
、
山
本
瑞
穂
、
松
本
健
汰
郎
、

楢
本
野
芳
、
山
室
稔
樹
、
松
村
芽
実
、

自
石
唯
衣
、
工
藤
光
二
朗
、
山
永
啓

太
、
伊
東
泰
成
、
赤
木
美
穂
、
今
村

想
、
小
林
理
沙
、
小
山
比
佳
莉
、
本

田
愛
香

（小
学
生
の
部
）
▽
佐
藤
綾
、
藤
井

朱
里
、
杉
永
あ
お
い
、
津
留
葵
、
佐

藤
秀
喜
、
岩
下
亜
里
沙
、
谷
川
あ
ず

み
、
山
本
彩
乃
、
後
藤
順
、
重
野
将

史
、
田
上
和
宏
、
島
田
和
寛
、
田
上

真
、
宮
原
仁
美
、
石
坂
怜
、
西
堀
菜
々
、

後
藤
優
依
、
田
上
将
太
郎
、
三
森
勝

博
、
住
吉
華
余
、
住
吉
翔
太
、
岩
下

瑞
生
、
岩
下
遥
、
宇
藤
夕
希
、
山
室

誠
也
、
村
上
裕
子
、
後
藤
謙
太
、
後

藤
和
孝
、
後
藤
真
実
、
都
恵
輔
、
都

雄

一
、
甲
斐
愛
美
、
工
藤
裕
美

（中
学
生
の
部
）
▽
後
藤
源
喜
、
三

井
康
生
、
甲
斐
千
尋
、
桐
原
雪
乃
、

後
藤
絵
理
、
後
藤
希
美
、
住
吉
望
、

楢
木
野
あ
ゆ
み
、
荒
牧
貴
久
、
岩
下

寛
也
、
甲
斐
雄
大
、
後
藤
裕
太
、
堤

宗
喬
、
徳
丸
将
悟
、
岩
下
千
春
、
岡

田
清
隆
、
工
藤
正
登
、
松
本
泰
紀
、

安
達
美
穂
、
赤
峰
悟
志
、
後
藤
友
香
、

後
藤
正
博
、
住
吉
直
樹
、
小
野
洋
樹
、

藤
川
朋
也
、
荒
牧
祐

一
郎
、
安
方
裕

二
、
佐
伯
佳
絵
、
遠
山
ま
り
、
吉
良

山
弘
二

（高
校
生
の
部
）

徳
丸
恵
美
、
松
村
恵
、
後
藤
法
子

●

東
中
女
子
　
郡
駅
伝
大
会
二
位
で
県
大
会
出
場

県
大
会
で
は
惜
し
く
も
上
位
入
賞
な
ら
ず

■
優
良
献
血
受
賞
者

（三
十
回
以
上
。
前
年
ま
で
の
該
当

者
を
除
く
。
数
字
は
献
血
回
数
）

阿
南

一
也
（３０
）
、
塚
本
好
江
（３０
）
、

岩
下

ユ
キ
（３０
）
、
杉
永
咲
生
美

（３１
）
、

徳
丸
光
法
（３１
）
、岩
下
　
徹
（３１
）
、

山
下
朋
幸
（３１
）
、
井
上
英
雄
（３３
）
、

法
花
津
和
明
（３３
）
、
住
吉
と
み
（３４
）
、

小
林
重
男
（５０
）
、林
ゆ
う
子
（５０
）
、

阿
部
恭
二
（７０
）
、
安
方
　
合
（７１
）
、

村
上
正
誠
（１０１
）

東
中
チ
ー
ム

進
　
乃
理
子

伊
東
亜
由
美

自
石

本
田

真
井

真
井

後
藤

甲
斐

田
上

本
田
枝
理
加

熊
川
　
美
幸

十

一
月
十
日
、
熊
本
県
立
高
森

高
等
学
校
体
育
館
で
創
立
五
十
周

年
記
念
式
典
が
、
学
校

（田
上
利

光
校
長
）

。
同
窓
会

（三
森
義
高

会
長
）

・
後
援
会

（後
藤
秀
希
会

長
）
等
関
係
者
約
五
百
人
の
参
加

で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
森
高
校
は
昭
和
二
十
三
年
四

月
、
阿
蘇
高
等
学
校
の
分
校
と
し

て
発
足
、
二
十
八
年
に
独
立
、
以

来
五
十
年
の
年
輪
を
刻
み
、
卒
業

生
も
六
千
余
名
を
数
え
る
に
至
り
、

南
郷
谷
地
域
の
人
材
育
成
に
貢
献

す
る
と
伴
に
地
域
文
化
の
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
今

日
の
隆
盛
を
見
る
に
い
た

っ
て
お

り
ま
す
。

記
念
式
典
で
は
五
十
周
年
を
ひ

と
つ
の
区
切
り
と
し
、
百
周
年
に

向
け
て
、
同
窓
会
に
よ

っ
て
新
調

さ
れ
た
、
校
旗
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

な
お
、
記
念
事
業
と
し
て
記
念

講
演
を
始
め
、
陸
上
自
衛
隊
西
部

方
面
音
楽
隊
の
記
念
演
奏
会
、
大

文
化
祭
、
同
校
出
身
で
ハ
ン
デ
イ

キ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え
詩
や
絵
画

の
創
作
を
始
め
ら
れ
た
三
森
孝
志

さ
ん
の
作
品
展
、
手
話

・
点
字
教

室
等
々
が
行
わ
れ
、
同
窓
生
や
地

域
の
方
々
等
多
く
の
方
々
が
五
十

周
年
を
祝
し
ま
し
た
。

元
全
日
本
バ
ド
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン

陣
内
さ
ん
の
記
念
講
演

五
十
周
年
記
念
講
演
と
し
て
、

元
全
日
本

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
で
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
キ

ャ

ス
タ
ー
の
陣
内
貴
美
子
さ
ん
の

「
ス
ポ
ー
ツ
で
学
ん
だ
こ
と
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

挫
折
を
乗
り
越
え
、
チ
ヤ
ン
ピ

オ
ン
に
な

っ
た
経
験
談
を
交
え
た

講
演

に
式
典
参
加
者
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

（阿
蘇
御
神
火
会
）

WELFARE

健
康
福
祉
ま
つ
り
　
功
労
者
を
表
彰

町
と
高
森
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

（三
森
義
高
会
長
）
で
は
、
十

一
月
十
二
日
、
高
森
中
学
校
体
育
館
で

「た
か
も
り
健
康
福
祉
ま
つ
り
」

を
開
催
。
平
成
十
二
年
度
の
健
康

・
福
祉
功
労
者
の
表
彰
や
健
康
相
談
等

各
種
相
談
、
記
念
講
演
、
健
康
福
祉
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

被
表
彰
者
は
国
民
健
康
保
険
優
良
家
庭
、
歯
の
８
０
２
０
運
動
受
賞
者
や

む
し
歯
ゼ
ロ
運
動
受
賞
者
、
優
良
献
血
者
の
方
々
で
す
。
　

（敬
称
略
）

十
月
二
十

一
日
、
蘇
陽
町
で
行

わ
れ
た
阿
蘇
郡
中
体
連
駅
伝
大
会

の
女
子
の
部
で
高
森
東
中
学
校

（古

内
紳
校
長
）
Ａ
チ
ー
ム
が

一
の
宮

Ａ
チ
ー
ム
に
続
き
二
位
で
ゴ
ー
ル

し
、
見
事
を
県
大
会
の
出
場
権
を

獲
得
し
ま
し
た
。

（二
十
三
チ
ー

ム
出
場
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
選
手

を
主
体
と
し
た
東
中
Ａ
チ
ー
ム
は

五
区
間
を
区
間
賞
こ
そ
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
区
間
二
位
四
名
区

間
五
位

一
名
の
安
定
し
た
走
り
で

念
願
の
県
大
会
出
場
権
を
獲
得
し

ま
し
た
。

（郡
代
表
二
校
）
東
中

Ｂ
チ
ー
ム
も
九
位
と
大
健
闘
で
し

た
。な

お
、
十

一
月
十
四
日
に
本
渡

市
で
行
わ
れ
た
県
中
学
校
駅
伝
競

走
大
会
で
は
、
上
位
入
賞
と
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
二
十
九
チ

ー
ム
中
十
三
位
と
初
出
場
と
し
て

は
文
句
な
し
の
成
績
で
し
た
。

●

●   ●

め
聖 恵 美 裕 晶 真 ぐ
子 美 里 子 子 子 み

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」

「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」

「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

（三
年
生
）

（三
年
生
）

（二
年
生
）

（
一
年
生
）

（三
年
生
）

（
一
年
生
）

（
一
年
生
）

（
一
年
生
）

（二
年
生
）

（三
年
生
）

（二
年
生
） 東中、一の宮中との トップ争い

盛
大
に
高
森
高
校
創
立
五
十
周
年
記
念
式
典
　
０

肥

後

狂

旬

　

神

無

月

お

っ
と
合
点
　
ア
リ
バ
イ
の
甲
斐

戻
さ
な
ん

乱
れ
髪
　
家
計
支
え
て
踏
む
ミ
シ
ン

ま
る
で
砂
漠
　
外

に
オ
ア
シ
ス
探
す
筈

く
れ
ぐ
れ
も
　
や

っ
と
電
話

の
切
る

ヽ
母

お

っ
と
合
点
　
「イ
タ
チ
良
」
な
ら
任
せ
と
け

ま
る
で
砂
洪
　
鳥
居
も
灰
で
埋
ま

っ
と
る

泣
く
な
　
母
体

の
母
は
生
き

っ
と
る

お

っ
と
合
点
　
鳶
職

ア
年
収

っ
と
ら
ん

ま
る
で
砂
漠
　
砂
か
む
ご
た
る
差
し
向

い

泣
く
な
　
夢
み
て
買
う
た
株
だ
ろ
う
が

泣
く
な
　
俺
も
泣
き
と
う
に
な

っ
て
く
る

殉
教
の
天
草
灘
の
文
化
祭

杖
つ
き
し
影
の
長
さ
や
ひ
つ
じ
雲

農
道
の
毬
選
り
分
け
て
栗
拾
う

日
没
の
光
あ
つ
め
て
紅
葉
照
る

天
高
し
ハ
イ
ヤ
大
橋
昇
り
龍

秋
深
し
街
の
灯
り
も
静
も
れ
り

秋
夕
日
阿
蘇
山
麓
を
染
め
て
落
つ

秀
峰
の
根
子
を
彩
る
薄
紅
葉

俳

　

　

旬

（河
原
す
す
き
の
句
会
）

岡
本

馬
原

田
上
黙

林堀
田

桐
原

浦
塚

林
田

佐
伯

松
野

佐
藤

不
忘

蘇
仙

自
酔

南
天

一
士戸

文
雄

笑
声

重
信

本
田
　
初
雄

阿
部
タ
ツ
エ

鶴
林
　
　
巧

後
藤
　
法
龍

森
　
　
政
隆

後
藤
や
よ
い

本
田
　
訓
子

　

働

森
　
　
正
六
　
　
は

公 馬 琴
子 笑 司
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12月は地球温暖化防止月間です。
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

第
２４
回
　
町
村
対
抗
　
阿
蘇
山

一
周
駅
伝

本
町
チ
ー
ム
　
大
健
闘

0

′′0ヽ

′

“
Jい・

本町役場前を各町村優勝を目指して一斉にスター ト\l rz

Poweト

十

一
月
二
十
六
日

（日
）
、

十

一
月
と
は
思
え
ぬ
陽
気
の
中
、

本
町
役
場
前
を

ス
タ
ー
ト

・
ゴ

ー
ル
に

阿
蘇
五
岳
を

一
周
す
る
、

阿
蘇
郡
町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周

駅
伝
大
会

（郡
陸
上
競
技
協
会

主
催
、
郡
町
村
会
等
後
援
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
半

・
後
半
と
も
九
区
間
に

郡
内
各
町
村
か
ら
十
三
チ
ー
ム

が
出
場
し
、
優
勝
を
目
指
し
て

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

本
町
は
、
前
半
ニ
チ
ー
ム
、

後
半

一
チ
ー
ム
を
出
場
さ
せ
、

各
選
手

一
丸
と
な

っ
て
大
会
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
本
町
か
ら

の
区
間
賞
は
後
半
八
区
の
森
田

ち
ひ
ろ
さ
ん

（冬
野
）
が
受
賞

し
ま
し
た
。

各
町
村
が
選
手
集
め
に
苦
慮

し
て
い
る
中
、
本
町
の
長
距
離

界
の
底
上
げ
に
つ
な
げ
よ
う
と

前
半
ニ
チ
ー
ム
を

エ
ン
ト
リ
ー

し
た

こ
と
は
大
健
闘
と
言
え
ま

・し
よ
つヽ
。

(7)

●

●

※環境 、(財 )省エネルギーセンター「省エネ家族」より

大

会

結

果

（総
合
タ
イ
ム
）

□
優
勝

蘇
陽
町

四
時
間
十
分
五
十
二
秒

（前
半
三
位

・
後
半

一
位
）

□
六
位
　
高
森
町
紫
チ
ー
ム

四
時
間
二
十
五
分
三
秒

（前
半
九
位

・
後
半
六
位
）

□
高
森
町
赤
チ
ー
ム

（前
半
の
み
出
場

。
前
半
十
位
）

選

手

団

紹

介

監
　
　
　
　
督
　
　
大
谷
　
正
二

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
　
　
住
吉
　
勝
徳

◆
前
半
の
部

紫
チ
ー
ム
　
自
石
国
之
　
進
乃
理

子
　
利
道
誠
和
　
今
村
寿
美
礼

津
留
誠
　
立
石
大
輔
　
野
尻
計
介

真
井
晶
子
　
牛
嶋
孝

一
郎

赤
チ
ー
ム
　
戸
高
純

一　

伊
東
亜

由
美
　
本
実
陽

一　

今
村
伊
寿
美

山
田
浩
太
　
森
田
あ
ず
さ
　
後
藤

正
博
　
宇
藤
真
奈
美
　
岩
田
富
広

◆
後
半
の
部

紫
チ
ー
ム
　
宇
藤
康
博
　
竹
内
辰

三
　
田
所
裕

一
郎
　
甲
斐
裕
輔

黒
本
英
雄
　
山
王
康
弘
　
住
吉
直

樹
　
森
田
ち
ひ
ろ
　
本
川
宰

◆
補
員
　
鳩
野
博
文
　
内
田
健
二

郎
　
熊
谷
聡
志
　
緒
方
洋
貴
　
田

上
雄
基
　
森
田
あ
ゆ
み
　
楢
本
野

あ
ゆ
み
　
津
留
明
義
　
岩
下
良
治

山
崎
淳
仁
　
安
方
裕
二
　
住
吉
望

後
藤
裕
太

南
回
闘
セ
ミ
ナ
０

含
同
固
圏
回

校
体
育
館
で
ス
ポ
ー
ツ
レ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
お
馴
染
み
の
益
子
直
美

さ
ん
を
迎
え
、

「
い
ろ
ん
な
チ

ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
題

し
た
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
益

子
さ
ん
は
、
人
よ
り
ち
ょ

っ
と
だ

け
優
れ
た
部
分
を
み
つ
け
チ
ヤ
レ

ン
ジ
し
た
経
験
を
生
か
し
、
講
演

で
も
、
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
生
や

一

緒

に
受
講

の
町
内

の
三

つ
の
中
学

校

の
生
徒
等
に

「チ
ャ
レ
ン
ジ

の

必
要
性
」
を
講
演
、
ま
た
、
会
場

に
降
り
て
の
質
問

コ
ー
ナ
ー
等

で

大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
は
、
本
年
度
の
閉

講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

グ
の
部
で
見
事
銀
メ
ダ

ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

金
森
さ
ん
は
六
月
に
行
わ
れ

た
県
内
予
選
壮
年

の
男
子
の
部

で
優
勝
し
、

こ
の
大
会

の
出
場

権
を
獲
得
し
て
い
ま
し
た
。

「大
会
本
番

で
は
、
緊
張
し
て

思

い
存
分
投
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
銀
メ
ダ
ル
が
取
れ
て

大
変
嬉
し

い
で
す
。
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
来
年
度
も
代
表

に

な
れ
る
よ
う
頑
張

っ
て
も
ら

い

た
い
も
の
で
す
。

■.

1ヽ′

ECOくん
CHECK

●
《
同
和
問
題
は
、
教
え
る
か
ら
か
え
つ
て
差
別
が
広
が
る
の
で
は

な
い
の
で
す
か
？
》

人
権
啓
発
シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ．
７

一̈
一聰
墓
積」一銃
「̈一噂』
　

一〔

一
一̈
」
講
・一
一計
辞
一中
う
差
別
の
現
実
を
避
け
て
通
る
姿
勢
か
ら
出
て
く
る
考

し
か
し
、
本
当
に
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
、
同
和
問
題
は
自
然
に
解
消
し
て

い
く
も
の
で
し
ょ
う
か
。
現
実
に
、
い
ま
な
お
、
差
別
意
識
が
残

っ
て
い
る

た
め
に
同
和
地
区
の
人
び
と
は
就
職
や
結
婚
な
ど
に
際
し
て
、
差
別
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

明
治
に
な

っ
て
百
三
十
年
、
日
本
国
憲
法
制
定
か
ら
五
十
年
を
経
た
今

日
な
お
、
同
和
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
誤

っ
た
意
識
や
考
え
方

が
伝
え
ら
れ
る

一
方
で
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
く
教
え
る
こ
と
が
な

さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
、
い
わ
ば
「寝
た
子
を
正
し
く
起
こ
さ
な
か
っ
た
」
こ

と
が
、
大
き
な
要
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

先
入
観
や
予
断
・偏
見
は
こ
こ
ろ
の
な
か
に
深
く
滞
在
し
て
お
り
、
い
っ

た
ん
自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
結
婚
、
就
職
な
ど
で
問
題
が
起
こ
っ
た
と

き
、
差
別
が
生
じ
て
き
ま
す
。

正
し
い
理
解
を
し
て
お
か
な

い
と
、
何
か
の
機
会
に
事
実
に
基
づ
か
な

い
他
人
の
噂
を
そ
の
ま
ま
信
じ
て
予
断
・偏
見
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
結
果
的
に
差
別
す
る
人
間
を
温
存
し
た
り
、
新
た
に
差
別
す
る
人
間
を

生
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「寝
た
子
を
起
こ
す
な
」
と
い
う
考
え
方
は
、
人
権
意
識
を
眠
ら
せ
差
別
を

温
存
し
、
次
の
世
代
に
残
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
同
和
問
題
の
解
決
に

は
結
び
つ
か
な
い
の
で
す
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
と
認
識
を

持
ち
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
差
別
を
見
ぬ
き
、
差
別
を
な
く
す
行
動
が

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●

■
一

【
住
民
生
活
課
　
同
和
対
策
係
２
・１
１
１
１
　
（内
線
１
３
２
）

生
涯
学
習
を
目
的
に
南
阿
蘇
六

か
町
村
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
は
本
年

度
で
十
七
日
日
。
様
々
な
講
座
が

五
月
よ
り
開
講
さ
れ
、
多
く
の
方
々

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

十

一
月
二
十
四
日
、
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
の
閉
講
式
に
は
、
高
森
中
学

金
森
さ
ん

ゆ
う
あ
い
ビ
ツ
ク
で
銀
メ
ダ
ル

十
月
二
十
日

・
二
十

一
日
の
二

日
間
岐
阜
県
で
行
わ
れ
た

「ゆ
う

あ

い
ピ

ッ
ク
岐
阜
大
会
」
に
金
森

正
博
さ
ん

（下
町
）
が
ボ
ウ
リ
ン

piEnlmlfisryr@ryelGsr ' "' "ft 6r o* r-

|

i

講師の益子直美さんボウリング県代表の3人  (金森さん右端)
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そうだよ。

それに掃除機の集じん

袋は、定期的に取り替

えた方が経済的。

吸い込む力が低下すると、

その分電気も必要にな

つちゃうんだよ。

掃除機の集じん袋やフイルターの手入れ、部屋の片づけをして

から掃除した場合、電気は 1年で約 18kwhの 省エネに。
C02は 6.8短の削減。約400円 の節約。

掃除機をかけるときは、

きちんと片づけてから

かけると、ムダなく素

早くお掃除できて省エ

ネにもなるんでしよ。

口‖■■n'

■■■

ヽ
′
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Ｌ́
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地域や学校・園・スポーツ大会などの楽しい話題や催しの情報・報告をお寄せください。 (広報たかもり)
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電気製1品は、1普段力|ら まめにお手入れを



●
●も

う
す
く
　
融
申
告
の
時
期

さ
あ
　
決
算
準
備
を
胎
め
ま
し
ょ
う

記
帳
に
基
づ
く
正
し
い
申
告
を
　
　
　
役
立
ち
ま
す
。

開
始
の
手
続
き
は
、

「青
色
申

商
売
な
ど
を
し
て
い
る
方
が
、
　

　

告
承
認
申
請
書
」
を
税
務
署
に
提

自
分
の
所
得
を
正
し
く
計
算
す
る
　
　
出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
で
結
構
で

た
め
に
は
、
毎
日
の
取
引
を
き
ち
　
　
す
。

ん
と
記
帳
し
、
保
存
し
て
お
く
こ

と
が
必
要
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
所
得
の
計
算
方
法
の
変
更
に

ま
た
、
毎
日
の
取
引
を
正
し
く
　
　
つ
い
て

記
帳
し
て
お
け
ば
、
経
営
内
容
も

正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、
事
　
　
　
記
帳
が
困
難
な
高
齢
者
や
作
付

業
の
発
展
に
役
立
て
る
こ
と
も
で
　
　
規
模
の
小
さ
い
農
家
の
方
の
申
告

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
た
め
の
目
安
と
し
て
作
成
さ
れ

て
い
た
農
業
所
得
標
準
に
は
、
水

稲
、
麦
及
び
自
家
用
野
菜
畑
を
対

青
色
申
告
の
お
す
す
め
　
　
　
　
　
　
象
と
し
た

「普
通
田
畑
所
得
標
準
」

と
そ
れ
以
外
の
作
物
等
を
対
象
と

所
得
税
の
申
告
の
中
に

「青
色
　
　
し
た

「野
菜

・
果
樹

・
畜
産
等
所

申
告
」
と
い
う
制
度
が
あ
る
の
を
　
　
得
標
準
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
　
　
　
　
　
　
の
う
ち
、

「野
菜

・
果
樹

・
畜
産

こ
れ
は
事
業
所
得
や
不
動
産
所
　
　
等
所
得
標
準
」
は
、
平
成
十
二
年

得
ま
た
は
山
林
所
得
の
あ
る
人
が
、
　

分
か
ら

（平
成
十
三
年
二
月
十
六

一
定
の
帳
簿
に
毎
日
の
取
引
を
記
　
　
日
～
三
月
十
五
日
申
告
分
）
か
ら
、

録
し
、
そ
の
記
録
に
基
づ
い
て
申
　
　
す
べ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

告
す
れ
ば
、
所
得
や
税
額
の
面
で
　
　
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
有
利
な
取
り
扱
い
が
受
　
　
　
し
た
が
っ
て
、
水
稲
、
麦
及
び

け
ら
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。
ま
　
　
自
家
用
野
菜
畑
だ
け
の
場
合
は
、

だ
、
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
　
　
こ
れ
ま
で
の
計
算
方
法
は
変
更
あ

な
い
方
に
は
、
是
非
お
勧
め
し
ま
　
　
り
ま
せ
ん
が
、
野
菜

・
果
樹

・
畜

す
。
節
税
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
　
　
産
等
が
あ
る
場
合
は
、
実
際
の
収

ち
ろ
ん
、
帳
簿
を
続
け
る
こ
と
に
　
　
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引

よ
り
、
経
営
の
合
理
化
に
も
大
変
　
　
く
収
支
計
算
に
よ
る
申
告
に
な
り

十

二
月
は
国
民
健
康
保
険
税

（八
期
Ｙ
町
県
民
税

（
三
期
）
の
納
期

で
す

この社会 あなたの税が生きている

本田研―さん

拿球毒棄形蒻蒻酬饉琵数酬残蟄レ1費
|し
よう

◇年末年始における警戒活動の強化

年の暮れは、どこの家庭でも正月を迎える準備など慌ただしさから、つい 「心にスキ」

をつ くりがちな時期であり、各種の犯罪被害が心配されます。

特に、この時期は多額の現金が動 く機会 も多 く、全国では例年、金融機関等を狙った

強盗事件をはじめ、ひったくり、強制わいせつなどの路上犯罪、空き巣ねらいなどの侵

入盗が発生 しています。

このため、警察では、この時期における各種犯罪や事故の未然防止を図るため、特別

警戒活動を実施します。

◇期間 平成 12年 12月 1日 (金)から平成 13年 1月 3日 (水)ま での34日 間

◇活動の重点

○金融機関、現金輸送車、深夜スーパー、パチンコ景品買取所等対象の強盗事件防止

○ひったくり、乗物盗、強制わいせつなど路上犯罪防止

○空き巣ねらい、事務所荒らしなど侵入盗の防止

詳しくは、高森警察署 TEL2-0110ま で

税
務
広
報

年
末

・
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動

期
間

平
成

１２
年

１２
月
２２
日
～

平
成

１３
年
１
月
３
日

■
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
早
め
の
点
灯
と
反
射
材
の
活
用

■
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
徹
底

年
末

・
年
始
は
、
交
通
量
の
増

加
に
伴
う
道
路
の
混
雑
に
加
え
、

飲
酒
等
の
機
会
が
多
く
な
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
交
通
事
故
の
多
発
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
広
く
県
民
に
交
通

安
全
知
識
を
普
及
し
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
付
け
、
併
せ
て
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
日
本

一
運
動
を
効
果
的

に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通

事
故
防
止
運
動
の
徹
底
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
行
わ
れ
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査
を
実
施

十
月
二
十
六
日
、
町
で
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
交
通
安
全
推
進
連

盟

の
取
り
組
み
と
し
て
県
下

一
斉

に
市
町
村
が
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、

結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

調
査
結
果

（着
用
し
た
者
の
率
）

■
十
月
二
十
六
日
（県
下
六
十
二
位
）

□
午
前
九
時
～
十
時

○
運
転
席
　
　
８
７
、
３
％

○
助
手
席
　
　
８
０
、
９
％

ま
す
の
で
、
従
来
の
収
入
金
額
の

証
明
書
等
の
ほ
か
、
必
要
経
費
の

領
収
書
等
も
保
存
し
て
お
か
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

記
帳
や
決
算
、
税
申
告
、
青
色

申
告
な
ど
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

阿
蘇
税
務
署

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
０

５

５

１

本
田
研

一
さ
ん

（上
色
見
）

阿
蘇
税
務
署
長
表
彰
を
受
賞

十

一
月
十
七
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン

ク
ラ
ウ
ン

（
一
の
宮
町
）
で
、
多

年
に
わ
た
る
納
税
貯
畜
組
合
活
動

を
通
じ
て
、
税
知
識
の
普
及
と
納

税
道
義
の
高
揚
に
努
め
、
税
に
関

し
て
の
広
報
活
動
を
積
極
的
に
行

う
な
ど
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営

に
多
大
な
貢
献
が
あ

っ
た
と
し
て

本
田
研

一
さ
ん

（上
色
見
）
が
阿

蘇
税
務
署
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

本
田
さ
ん
は
、
阿
蘇
小
売
酒
販

組
合
監
事
及
び
阿
蘇
法
人
会
青
年

部
顧
間
を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●   ●

●  ●

納
期
限
（十
二
月
二
十
七
日
）
ま
で
に
は
納
め
ま
し
よ
う
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ミナク,レ

¨
椰
で
も
い
っ
ぱ
Ｓ
い

昔
、
音
の
こ
と
で
し
た
。

お
じ
さ
ん
は
山

へ
柴
刈
り
に
、
お
ば
あ
さ
ん
は
川

へ
洗
濯
に
と
、
毎
日

せ
っ
せ
と
働
い
て
お
り
ま
し
た
。

以
上

は
安

田
徳

太

郎

さ
ん

の

ベ
ス
ト

セ

ラ
ー

「人

間

の
歴

史

」
を

基

に

餞

作

っ
た

お

話

で
す

。
こ

の
本

に
よ

る
と

、
お
酒

を

最

初

に
発

見

し
た

の
は

酪

女
性
だ

っ
た
と
か
‥
。
い
い
匂

い
の
正
体
は
、
貯
蔵
小
屋
の
穀
物
が
発
酵

し
て
出
来
た
お
酒
だ

っ
た
ん
で
す
ね
。

さ
て
、
酒
と
い
え
ば
忘
年
会
。
こ
の
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
に
増
え
る
の
が
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
。
「
一
杯
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
油
断
し
て
い
ま

せ
ん
か
？
「
一
杯
で
も
危
険
い
っ
ぱ
～
い
」
で
す
。

少
し
の
量
で
も
、
視
力
、
思
考
力
、
そ
し
て
平
衡
感
覚
が
低
下
し
、
大
き

な
事
故
を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
人
の
そ
の

後
も
、
免
許
取
消
で
職
を
失

っ
た
り
、
経
済
的
に
苦
況
に
追
い
込
ま
れ
た

り
と
、
飲
酒
運
転
の
代
償
は
小
さ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
「乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
」
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
ね
。
で
は
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
守
れ
る
人
だ
け
、
こ
の
十
二
月
、
忘
年

会
に
繰
り
出
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
二
日
酔
い
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用

心
ご
用
心
。

茨
城
県
・ひ
た
ち
な
か
市

「交
通
教
育
指
導
員
の
日
記
」
か
ら
許
諾
転
載
。

同
市
の
交
通
安
全
教
育
と
交
通
指
導
員
制
度
は
最
先
端
を
い
く
も
の
。危
険
と

安
全
に
つ
い
て
自
ら
気
付
か
せ
る
指
導
方
針
で
、
「交
通
社
会
人
」
を
育
て
る
具
体

的
か
つ
解
り
や
す
い
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
教
育
は
市
町
村
の
役
割
で
す
。
　
本
町
で
も

様

々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と

つ
に
女
性
の
交
通
指
導
員
を
任
命

聰

し
、
交
通
教
育
面
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
攣

鳳
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辣

鰺

憑

鰺
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曇

曇
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暑
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饒

◆

届

け
出

を

忘

れ

て
い
ま

せ

ん

か

―

国
民
年
金
の
加
入
は
、
第

一
号
被
保
険
者
（自
営
業
・学
生
な
ど
）
、
第

二
号
被
保
険
者
（会
社
員
・公
務
員
）
、
第
二
号
被
保
険
者

⌒第
２
号
被
保

険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）
の
三
種
類
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

次
ぎ
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
変
更

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

〇
二
十
歳
に
な

っ
た

○
就
職

・
退
職

・
転
職

（本
人
、
配
偶
者
い
づ
れ
も
）

○
住
所

・
氏
名
の
変
更

○
結
婚
等
で
配
偶
者
の
扶
養
者
と
な

っ
た
と
き

○
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き

最
近
、
前
項
に
該
当
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
手
続
き
は
役
場
国
民
年
金
係
ま
で
。

◆

保

険

料

は
便

利

な

口
座

振

替

で
納

め

ま

し

よ
う

！

国
民
年
金
保
険
料
を
、
毎
月
自
分
で
納
め
て
い
る
と
、
つ
い
う

っ
か
り

納
め
忘
れ
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

そ
ん
な
方
に
回
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
な
く
な
る
う

え
に
金
融
機
関
に
毎
月
支
払
い
に
行
く
手
間
が
省
け
ま
す
。

申
込
み
手
続
き
は
簡
単
！

預
金
通
帳
、
印
鑑
を
持

っ
て
役
場
の
国
民
年
金
係
、
ま
た
は
預
金
口
座

の
あ
る
金
融
機
関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

一
度
手
続
き
を
す
る
と
、
回
座
解
約
を
し
な
い
限
り
継
続
さ
れ
る
の
で

大
変
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
回
座
振
替
を
利
用
し
て
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま

し
よ
つヽ
。

詳
し
く
は
役
場
の
国
民
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ
２
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１
１

（内
線
１
３
２
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野
尻
地
区
交
流
施
設

一ひ
め
ゆ
り
の
里
「＝
遊
館
」
一
周
年

野
尻
地
域
の
広
大
な
自
然
環
境
を
活
用
し
て
、
自
然
と
の
共
存

の
喜
び
を
共
に
体
感
で
き
る
文
化
空
間
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に

地
域
住
民
の
意
向
を
尊
重
し
た
施
設
の
ひ
め
ゆ
り
里
「朋
遊
館
」

が
、
開
館

一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

十
月
二
十
九
日
、
ひ
め
ゆ
り

の
里

「朋
遊
館
」

で
は
、
開
館

一
周
年
記
念
式
典
が
野
尻
地
区

活
性
化
委
員
会

（瀬
井
公
正
会
長
）

の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の

住
民
が
式
典
に
訪
れ
ま
し
た
。

一
周
年
式
典
で
は
来
賓
祝
辞

の
後
、
利
用
者
を
代
表
し
て
老

人
会
と
中
学
生

の
代
表
二
名
が

感
謝

の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

ま
た
、
余
興
で
は
野
尻
保
育
園

園
児

の
演
技
や
高
森
大
正
琴
愛

好
会

の
演
奏
な
ど
、
ま
た
、
地

元
婦
人
会

の
手
作
り
料
理
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
自
衛
隊
と
自
衛
隊

父
兄
会

の
懇
親
会
も
林
業
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
多
く
の
方
が

式
典
に
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

早
朝
の
非
常
呼
集
訓
練
・放
水
訓
練

防
大
パ
レ
ー
ド

獄
趾
　
¨

′ ンク

いよいよ年オ
' 
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幼年消防隊による防人の誓い

幼年消防隊、消防車に乗車

バンー
籠誕カ

●   ●

●   ●

防大パレー ド
毎年恒例の防火パレー ドが高森幼稚園の幼年消防隊を先頭に大

字高森内 (四・五・六・七・機動分団)の消防車で町内をパレー ド。

十

一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で

は

「秋
の
全
国
火
災
予
防
週
間
」

で
す
。
予
防
週
間
に
先
立
ち
十

一

月
五
日

（日
）
の
早
朝
六
時
、
全

町
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

非
常
呼
集
訓
練
で
、
火
災
時
期
と

な
る
冬
を
前
に
消
防
団
員
は
も
ち

ろ
ん
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
防
火
、

防
災
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
野
尻
、
草
部
、
色
見
、

高
森
の
全
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
に
こ

の
訓
練
が

一
斉
に
行
わ
れ
、
各
地

に
鳴
り
響
い
た
防
災
行
政
無
線
か

ら
の
サ
イ
レ
ン
に
よ
り
、
各
分
団

は
速
や
か
に
所
定
の
位
置
に
集
合
、

一
斉
に
放
水
を
開
始
し
、
あ
ら
た

め
て
、
日
頃
の
整
備
点
検
の
重
要

性
を
確
認
し
ま
し
た
。

十

一
月
九
日
に
は
十
時
よ
り
防

火
パ
レ
ー
ド
が
高
森
駅
か
ら
市
街

地
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
高
森
幼
稚
園
の
幼
年
消

防
隊
を
先
頭
に
大
字
高
森
地
内
の

各
分
団

（四

・
五

・
六

・
七

・
機

動
分
団
）
か
ら
消
防
車
七
台
の
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
央

四
つ
角
や
熊
本
県
信
用
組
合
前
で

は
、
幼
年
消
防
隊
が

「火
遊
び
は

し
ま
せ
ん
。
」
と
大
き
な
元
気
な

声
で
誓
い
、
火
の
用
心
を
訴
え
て

い
ま
し
た
。

十

一
月
十
四
日
、
高
森
東
中
学

校
体
育
館
に
熊
本
県
調
理
師
会

（田

代
員
悟
会
長
）
の
料
理
人
十
七
名

が
訪
れ
、
同
校
や
東
小
学
校
、
草

部
中
学
校
、
草
部
南
部
小
学
校
の

児
童

・
生
徒
た
ち
に
本
格
的
な
和

食
の
料
理
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
調
理
師
会
が
毎
年
行

っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
事
業
の

ひ
と
つ
で
老
人
福
祉
施
設
や
学
校

等
で
、
和
食
の
素
晴
ら
し
さ
を
披

露
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
同
会
の

草
村
幸
男
さ
ん
が
野
尻
出
身
と
い

う
こ
と
で
実
現
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。

お
よ
そ
十
種
類
の
和
食
の
品
を

東
中
学
校
給
食
調
理
場
な
ど
で
料

理
、
ま
た
、
大
き
な
カ
ン
パ
チ

（ア

ジ
科
の
海
水
魚
）
を
草
村
さ
ん
や

女
性
の
調
理
師
な
ど
四
名
で
見
事

な
活
き
作
り
を
完
成
す
る
と
、
じ

っ
と
見
守

っ
て
い
た
児
童

・
生
徒

た
ち
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
起

こ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学
生

か
ら
順
に
皿
に

一
品
ず

つ
盛

っ
て

も
ら
い
、
み
ん
な
で
お
い
し
そ
う

に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

熊
本
市
内
な
ど
の
ホ
テ
ル
や
旅

館
な
ど
の
料
理
人
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
方
々
の
料
理
と
あ
り
、
味

付
け
、
盛
り
つ
け
、
見
栄
え
な
ど

ど
れ
を
と

っ
て
も

一
流
で
し
た
。
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本
格
和
食
料
理
を
堪
能

県
調
理
師
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
出
張
サ
ー
ビ
ス

冬本番を迎え空気が乾燥する時期です。また、人を取 り扱うことが多くなつてきます。

火災などに十分注意 してください。

火災を防ぐポイン ト

※乾燥注意報が出ているときのたき火、ごみの焼却はひかえる。

※火を取 り扱 うときはその場を離れない。

※風の強いときは屋外での火の取扱はしない。

※家の周 りに燃 えやすいものをおかない。

くたばこ〉は灰皿のあるところで

・必ず灰皿のあるところで吸う
。灰皿の中には必ず水を入れてお く

・寝たばこ、歩きながらのたばこは絶対にしない

・吸い殻の後始末には専用容器を備え、 くずかご

に棄てない
。外出前の喫煙は忘れがちなので絶対 しない
。病人や寝たきりのお年寄 りが喫煙するときは、

まわりの人が気を配ってあげる

(9)

くガスコンロ〉離れるときは消す
コンロのまわりゃ上部は不燃材でおお

い燃えにくくし、付近など燃えやすいも

のをおかない

コンロやゴム管は、ときどき点検する

来客や電話でその場を離れるときは必ず

火を消す

点火後は火がついたかどうか、日で確か

める

(12)

中

可

り

ま
ち
を
守
る
肖
口
一
月

”＝
ｒ

√″践壁1蟹Lヨソ 年末口年始の温泉開館日
「朋遊館」の年末年始の温泉開館 口をお知 らせいたします

ので、 ご利用 くだ さい。 (年 末 の 12月 30日 まで と年始の 1

月5日 からは通常どおり午後2時から午後9時まで開館します。 )

1月 4日 は本曜 日で体館日となっています。

午後0時から午後6時 まで

初湯開放 (午前 10時から午後6時 )

初湯開放 (午前 10時から午後6時 )

初湯開放 (午前 10時から午後6時 )

体  館

1日 12/31
■ 1/1

■ 1/2

■ 1/3

■ 1/4
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い
つ
ま
で
も
青
春
―
い
つ
ま
で
も

若
若
し
く
―
筋
肉
を
動
か
そ
う
―

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
寒
く

な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？
こ
た
つ
の

中
で
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
、
お
か

し
を
パ
ク
パ
ク
。
そ
ん
な
生
活
を

送

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

さ
て
、
前
回
に
引
き
続
き
今
回

も
運
動
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
前
回
は
、
筋
肉
は
二

種
類
あ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
働
き
が
違

う
こ
と
を
お
話
し
ま
し
た
ね
。
今

回
は
、
有
酸
素
運
動
に
つ
い
て
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
は

「有
酸
素
運
動
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
最
近
良
く
耳
に
す
る

よ
う
に
な
り
、
生
活
習
慣
病
予
防

・

改
善
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
長
い

距
離
を
走

っ
た
り
、
歩
い
た
り
、

泳
い
だ
り
す
る
と
息
が
弾
み
ま
す

ね
。
こ
う
い
っ
た
体
全
体
を
大
き

く
動
か
し
十
分
に
呼
吸
し
な
が
ら

行
え
る
運
動
を
有
酸
素
運
動
と
い

い
ま
す
。
筋
肉
は
、
肝
臓
中
に
蓄

え
ら
れ
て
い
る
糖
質
や
脂
質
を

エ

ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て
動
い
て
い
ま

す
。

（糖
質
と
は
、
食
物
で
い
え

ば
砂
糖
類
だ
け
で
な
く
ご
は
ん
、

パ
ン
等
の
炭
水
化
物
も
は
い
り
ま

す
。
）
有
酸
素
運
動
を
す
る
こ
と

で
高
脂
血
症

・
高
血
圧

・
肥
満

・

糖
尿
病
の
予
防
や
改
善
に
大
い
に

関
係
す
る
の
で
す
。
こ
れ
ら
は
体

の
中
に
入

っ
て
か
ら
消
化
さ
れ
肝

臓
の
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な

っ

て
使
わ
れ
る
の
を
待

っ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
待
ち

て
い
る

糖
質
や
脂
質
は
使
わ
れ
な
い
と
そ

の
ま
ま
、

「体
の
身
」
に
な

っ
て

し
ま
い
ま
す
。
「身
」
に
な
る
前
に

ま
ず
は
、
少
し
ず

つ
歩
く
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
―
そ
し
て
、
自
分
に

あ
っ
た
運
動
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
！

・
運
動
の
効
果

①
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増

や
し
動
脈
効
果
を
防
ぐ

②
糖
尿
病
予
防

③
肥
満
防
止
と
解
消

④
痴
果
の
予
防
と
改
善

⑤
精
神
的
ス
ト
レ
ス
の
解
消

⑥
心
肺
機
能
を
高
め
る

⑦
血
圧
を
正
常
に
保
つ

③
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

・
運
動
す
る
と
き
は
足
を
痛
め
な

い
こ
と
が
肝
心

①
大
き
さ
は
、
靴
の
先
と

一
番

長
い
指
の
間
が
そ
れ
ぞ
れ
五
ミ

リ
く
ら
い
余
裕
の
あ
る
も
の
を

②
履
き
ご
こ
ち
は
、
足
の
裏
の

そ
り
に
密
着
感
の
あ
る
も
の
で

軽
い
も
の
を

③
材
質
は
、
足
が
呼
吸
で
き
る

よ
う
に
靴
の
甲
の
部
分
が
メ
ッ

シ
ュ
性
の
も
の
で
底
が
滑
ら
な

い
も
の
を

④
靴
底
は
、
厚
く
て
か
か
と
の

部
分
が
、
シ
ョ
ッ
ク
を
吸
収
で

き
る
弾
力
性
の
あ
る
も
の
が
良

い
。
か
か
と
が
多
少
高
く
な

っ

て
い
る
も
の
を

⑤
膝
が
痛
く
な

っ
た
ら
休
み
ま

し

よ

う

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

阿
蘇
や
ま
び
こ

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
講
座

阿
蘇
郡
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

が
主
催
す
る

「阿
蘇
や
ま
び
こ
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
養
成
講
座
」
が
、
十

月
の
十
三
、
二
十
二
、
三
十

一
日

の
三
日
間
、
長
陽
村
保
健
セ
ン
タ

ー
及
び
阿
蘇
町
立
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
む
今
日
、
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
地
域
づ
く
り
を

目
指
し
た
阿
蘇
や
ま
び
こ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
も
住
民
参
加
に
よ
る

支
え
あ
い
と
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

が
、
ま
す
ま
す
重
要
な
取
り
組
み

と
な

っ
て
お
り
、
今
回
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
活
動
の
担
い
手
を
養
成
す
る

目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
五
名
の
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
協
会
員
が
受
講
さ
れ
、

「ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
礎
知
識
と
心
構

え
」
と
題
し
た
講
演
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
ま
た
、

「阿
蘇
や
ま
び

こ
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
炊
き
出
し
の

体
験
も
さ
れ
ま
し
た
。

※
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
員
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
希
望

さ
れ
ま
す
方
も
高
森
町
社
会
福
祉

協
議
会

（ＴＥＬ
２

・
２
１
５
８
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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お年寄りの楽 しみは食事がいちばん !

食事が自分の力で出来ることは生きることの自立にもつなが

ります。もし、体が不自由になった場合も、出来るだけ自分の

力で食事をとるようにすることがリハビリにもつなが ります。

◆脱水に注意する

高齢者は、脱水症状になっても、のどの渇きなどの自覚症状

が乏しいため、水分の摂取も少なく、回復が遅れがちとな り、

脱水症状特有の症状が出ることがあ ります。

例えば、意欲の低下、不眠、ボケ症状などの精神症状や血液

が濃縮されるために起こる脳血栓や脳梗塞を引き起こす可能性

が高 くなるのです。

〈水分を補給する方法〉

一日にカップ約五杯 (1り の水分を摂ることが必要です。

いつでも飲めるように手の届 くところに用意してお くことや食

事に汁物を付けた り、食後にお茶をすすめるなど、水分の補給

に注意しましょう。

●   ●

●  ●

おかゆとごはんが一緒に炊ける !

おかゆを炊 くのは以外に手間と時間がかかるも

の。で も、この方法ならば、簡単 lご はんを炊

くとき、茶碗蒸しの器におかゆの材料を入れて

電気釜に入れれば一石二鳥です。

おかゆの材料 (水 5,米 1の割合 )

■〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場 広報たかもり 電話09676-2-1111(担 当 田上)
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選
挙
管

十

一
月
二

氏 に し月
九
日
ま
で
で

本
町
の
選
挙

は
四
名

で

義

の

●
・

理
委
員
会
委
員
に

住
吉
時
吉
氏

選
挙
管
理
委
員
会
委

員

（任
期

平
成
十
三
年
五

馬
原
伴
男
さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん の

平
成
十

す
。

が
委
員

は
後
藤

三
年
五

轡
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「阿蘇やまびこフェスタ」で炊き出しを体験 ボランテイアとは・・・ (グループワーク)

(10)(11)

唇製 )1請⊃ ♂陵 ガ イ1沙グ
□材料 (2人分)

食パ ン2枚、卵 1イ田、牛乳 1カ

ップ、砂糖大さじ2、 バター適量、

桃 (缶 )1切れ、とろけるチーズ

2枚

1人分の栄養価
エネ′時

｀`-  45キロ

`里タンヽ
°
ク質  2.6g

月旨質     0.89

□作り方

①食パンを2セ ンチ角切り

にし、ボウルに卵、砂糖、牛

乳を入れ混ぜ合わせる。②

耐熱性の器にバターなどを

塗 り、食パンを並べ、①の液

をまわしかけ、しばらく置

いて含ませる。③チーズを

のせてトースターで焼く。④ lセ ンチ角に刻んだ桃を散

らして出来上が り。

色見地区 食生活改善推進委員

宇藤まつみさん(西丁)の作

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、
氏

名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■

ふ

る
さ

と

へ
の
熱

い

想

い

お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■

広

報

郵

送

料

の
ご

協

力
を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
二
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て
「ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読

い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

昨
年
度
は
十

一
万
三
千
円
、

本
年
度
も
既
に
十

一
万
円
を

超
え
る
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（寄
付
い
た
だ
い
た
方

は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、
一

ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま

す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替

な
ど
）
や
、
九
十
円
以
下
の
少

額
切
手
で

一
年
分
程
度
の
ご

寄
付
を
毎
年
お
願
い
中
し
上

げ
ま
す
。

たかもり出身の皆様ヘ 広報たか もり からのお願い

み
ん
な
で
守
ろ
う

「三
な
い
運
動
」

政
治
家
は
有
権
者
に
寄
付
を

贈
ら
な

い
―

有
権
者
は
政
治
家
に
寄
付
を

求
め
な
い
―

政
治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
付
は

受
け
取
ら
な
い
！
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